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地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(COC+)
Center of Community Plus Project

　This project is carried out by four institutions of higher education in Fukushima. The purposes of the project are (1) to make a 10% increase in employment, 
and (2) to create new industries in Fukushima.
　In order to do so, the project focuses on human resource development programs, which cover the following sectors:
1. Reconstruction and promotion of local industries   2. Renewable energy, decommission and robotics   3. Healthcare
　Under the project, the cooperation between educational institutes and local businesses is very important. Our college contributes three coordinators for the 
project. Their task is to support the creation of the industries of renewable energy, disaster mitigation, and robotics engineering. The success of the project will 
depend on this coordinative role.
　Moreover, the interaction between college students and businesses is also important. Meetings between company representatives and students are 
organized regularly. A career support system with the participation of company staff is also established.

１.概要
　震災から復興に取り組み７年目を迎えた福島県において、

震災・原子力災害から地域再生の担い手たる若者の育成と同

時に、若者の地元定着への取り組みが求められています。本

事業ではCOC+事業「ふくしまの未来を担う地域循環型人材

育成」の展開をします。若者が希望を持って地元定着できる

環境の整備に取り組むものです。このためには県内高等教育

機関、福島県そして特に地元産業界・企業との連携が不可欠

です。その実現のために重点分野を以下としています。

　　①　復興・地方創生人材の育成

　　②　再エネ・廃炉・ロボット人材の育成

　　③　ヘルスケア人材の育成

２.福島浜通りにおける課題
　・イノベーション・コースト構想（ロボット研究・実証拠点整備、国際産業連携拠点、スマート・エコパーク、廃炉研究拠点)

　・�いわき市復興ビジョン（再生可能エネルギー産業の集積、放射線健康障害の治療、研究拠点の誘致、小名浜港周辺地域の一体

的な整備、再生)

　・広野町復興計画（高効率石炭火力発電(IGCC)に関連した産業の集積、新たなエネルギー関連産業の創出)

　・いわき商工会議所「地域復興ビジョン2014」《2020年を見据えて》～福島県浜通り都市圏の復興を支える産業･生活拠点都市～

�      (マイナスをプラスに、浜通りの拠点都市、安心・安全環境の確立、地域経済力の維持・向上)

　県内企業の魅力の発信、雇用の創出、COC型インターンシップの

実施、就職した先輩が後輩のアドバイザーとしてサポートする「キャ

リアサポーター制度」の創設などにより、上記のような地域循環型の

人材育成のモデルを作成します。
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約1ヶ月間の実践型のインターンシップをとおして、地域や社会の課題を発見し、
その解決に向けてプロジェクトとして取り組み、自分の将来イメージを明確にする。

学外の実践者の講演をとおして、実践的な職業論・労働論、人生論を深める。さらには、
数週間のインターンシップをとおして、仕事への理解を深め、自分の役割を見つける。

自分自身と向き合い、「学び」の主体を形成する。また、県中央会などと連携し短期間
のインターンをとおして自分の労働 ・職業についてのイメージを膨らませ、自分の可能
性を見つける。

機械システム工学科、電気電子システム工学科、
化学･バイオ工学科、都市システム工学科、

ビジネスコミュニケーション学科

４.事業協働機関
　福島大学（申請校）、桜の聖母短期大学、東日本国際大学、福島工業高等

専門学校、福島県、福島商工会議所、郡山商工会議所、いわき商工会議所、

会津若松商工会議所、福島県中小企業団体中央会、福島県商工会連合会、

東邦銀行、福島民報社、福島県経営者協会連合会、福島経済同友会、福島

県商工会議所連合会、福島銀行、大東銀行、福島民友新聞社

３.浜通りの教育プログラム
　地域復興人材育成事業と低線量被曝メカニズムの解明に重点を置きます。

また、これからの地元就職の拡大と新産業の創出が期待されます。５年間で

地元就職率10%以上向上を目的として、地元インターンシップの参加の増

加、雇用創出産業の育成、受託・共同研究へのさらなる取り組みを行います。

協定書締結時の様子

関 係 会 議
○ふくしまの未来を担う地域循環型人
材育成会議

 （所掌事項）事業の基本方針、事業計画、事業実

績の評価、

　その他の事業実施に係る重要事項など

○事業推進委員会
　（所掌事項）教育プログラムの開発、雇用創出

へ向けた取り組み、若者の地元定着に向けた

取り組み、その他の事業実施など

○外部評価委員会
　（所掌事項）事業の点検及び評価、その他の必

要な評価など

事業概念図


